
プロジェクト作成

• Quartus IIを起動
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タイトルページが現れる。

[Create New Project] を選択



タイトルページ（その２）が現れる。

[Create New Project] を選択



プロジェクト名の決定
• プロジェクトという単位で開発を行います。

＞ディレクトリ指定

＞プロジェクト名の入力

トップレベルデザインを決定します
（自動で決定される。）

通常プロジェクト名と同じ名前で

モジュール名をつくり、そのモ
ジュールがトップレベルデザインと
なります。

今回は PｗｍCtrolという名前にしてみます。



小さい時ですが、
パッケージ上に
書かれています。

型番：EP3C16F484C6Nを選択する

大量にあるので、
デバイスダミリー、
ピン数、
スピードグレード
から絞込みを掛けたほう
がよいでしょう。



ソースを書く

ディジタル回路を記述するには，回
路図よりもハードウェア記述言語
HDL の一種であるVerilog HDL を使う

• メニューからFile→Newを選ぶ

• ファイル名PwmCtrl.vとしてセーブ



PwmCtrl.vのソースコード
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一旦、コンパイル 「ソースコードのコンパイル」

ソースコードをコンパイルします。
Quartus IIのメニューバーに 「Start Compilation」のボタンがあるのでクリック
Successとでれば成功です。



ピンを割当てる

• メニューのAssignments→Pin Planner を選択

PIN PLANNER のマニュアル
https://www.altima.jp/members/japanese/download/pinassign_v10_1.pdf



Pin Planner

Pin Plannerが起動します。
さきほどのソースコードで
作成した CLK,LED0,RST_N
が下の表に表示されています。

これを、FPGAのピンに割り当て
を行います。
実験で使用するFPGAは、４８４個
のピンがあります。
そのうちいくつかのPINの用途は
決まっていますが、他は自由に
つなぐことができます。

縦は A~AB まで２２行あります
横は １~２２ まで２２列あります。

ピンは行列であらわします。
例 右上 「A22」



DE0 の回路図

DE0ボード上には、FPGAの他に
LED、水晶発信機、プッシュボタン
など、多くの電子部品が配置され
ています。
それらは、FPGAのピンに事前に
接続されています。

RST_N には 右下のプッシュボタン
CLK には水晶発信の信号
LED0 には右端のLED
を割り当てることにしましょう。

DE0_User_Manual.pdf

FPGAの「どのピン」が「どの外部回路」に接
続しているかを知らなければなりません。



右下のプッシュボタンは H2
LED0は J1
水晶発信の信号は G21

DE0_User_Manual.pdf

DE0 の回路図より



Locationをクリック
してピンを割当てる



もう一度コンパイル

コンパイルによってVerilog HDL で書かれた回路はゲート・レベル
（AND，OR，フリップフロップといった基本ハードウェアウエア要
素）の回路に変換されます（これを論理合成と言う）．

347ピンのうち３つ使用した

ロジカルエレメント(論理
要素)LEは２８個しか
使っていない



DE0 に電源を入れ，さらにパソコンと
USB ケーブルでつなぎます．

• FPGAとＰＣの接続

• 実習用のPCには事前に
USB-Blasterのドライバーが
インストールされており、
自動的にPCとFPGAとの接
続が確立します。

FPGAを用いた組込みシステムの協
調設計

液晶ディスプレイを接続
（カメラ画像の確認用）

VGAを用いた実習で必要。
今回は、接続しなくても良い。 開発用PCとUSBケーブルで接続

（プログラムインストール用）

電源ケーブルを接
続

FPGAスタンドア
ローンでの実行に
必要。今回は接続
しなくても可



１．「Programmer」起動
右上の アイコンを

クリック
２．対象HWが登録を確認

USB-Blasterが選択されている
ことを確認。されていない場合
「HardwareSetup」 を押し、選択

３．SOFファイルの追加
４．SOFファイルの実行



実行結果
LED0が約５．３７秒周期で点滅

Count0はRST_Nが0のときの
CLKの立上りで0となる。

Count0はCLKの立上り
毎に＋１加算される。

Count0の２７ビットはLED0と接続されている。

・・・counter0

LED0

0000 ・・・ 0001
0000 ・・・ 0010

:           
0111 ・・・ 1111
1000 ・・・ 0000
1000 ・・・ 0001

:
1111 ・・・ 1111

消灯

点灯

LED0との接続は１でHi０でLowレベル出力電圧 ＝＞ アクティブハイ回路

２＾２７＝134,217,728
水晶発信機は50MHzなので
2^27÷50MHz =2.68秒

counter0

27                                                   0



マイコンを用いた協調設計

• AND,OR,フリップフロッ
プ、加算器、乗算器と
いう基本ハードウェア
要素をつなぎ合わせる
だけでは、設計に限界
がある。

• 柔軟でわかりやすいシ
ステム設計には「マイコ
ン」が便利

FPGAダウンロード
[Programmer]

NiosIIとの
入出力

関係は
[Qsys]で設
定

Nios IIのプログラム
は提供されている。

C言語のユーザプロ
グラムを作成し、
Nios IIで実行させる

[NiosII EDS]で
C言語をビルド

[Quartus II]で
Verilog HDLをビルド

FPGAピン・アサイン
[Pin Planner]


